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謹
ん
で
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ
を
申
し
上

げ
ま
す
。

　

は
じ
め
に
、
志
半
ば
で
ご
逝
去
さ
れ
ま

し
た
故
木
暮
前
市
長
に
対
し
ま
し
て
、
そ

の
ご
功
績
を
讃
え
ま
す
と
と
も
に
、
ご
冥

福
を
心
よ
り
お
祈
り
申
し
上
げ
ま
す
。

　

こ
の
度
行
わ
れ
ま
し
た
市
長
選
に
お
き

ま
し
て
は
、
市
民
の
皆
様
を
は
じ
め
、
関

係
各
位
か
ら
多
く
の
ご
支

援
を
い
た
だ
き
、
当
選
の

栄
を
得
て
第
２
代
渋
川
市

長
と
し
て
９
月
14
日
よ
り

公
務
を
ス
タ
ー
ト
致
し
ま

し
た
。
誠
に
身
に
余
る
光

栄
で
あ
る
と
同
時
に
、
市
民
の
期
待
に
応

え
る
こ
と
の
重
大
さ
を
深
く
認
識
し
て
い

る
と
こ
ろ
で
あ
り
ま
す
。

　

１
０
０
年
に
一
度
の
経
済
危
機
、
歴
史

的
な
政
権
交
代
、
私
た
ち
は
、
ま
さ
に
変

化
の
時
代
を
迎
え
ま
し
た
。
合
併
後
の
課

題
は
多
く
困
難
で
あ
り
ま
す
が
、
渋
川
市

株
式
会
社
と
い
う
新
た
な
民
間
的
発
想
で
、

８
万
６
千
の
市
民
総
参
加

の
ま
ち
づ
く
り
を
、
誠
心

誠
意
、
全
身
全
霊
で
一
生

懸
命
に
頑
張
り
ま
す
の
で
、

よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上

げ
ま
す
。

阿
久
津
市
政
が
ス
タ
ー
ト

　

故
木
暮
治
一
市
長
の
死
去
に
伴
う
市
長
選
挙
は
、
９
月

13
日
に
投
開
票
が
行
わ
れ
、
阿
久
津
貞
司
候
補(

北
牧
・

64
歳)

が
２
代
目
市
長
に
当
選
し
ま
し
た
。
阿
久
津
新
市

長
は
、
翌
14
日
に
職
員
な
ど
に
迎
え
ら
れ
て
初
登
庁
し
、

職
員
ら
を
前
に
し
て
、「
市
民
の
目
線
に
立
っ
た
接
遇
の
実

践
と
、
執
務
に
当
た
っ
て
は
迅
速
で
、
公
正
に
心
掛
け
て

ほ
し
い
」と
就
任
の
あ
い
さ
つ
を
行
い
ま
し
た
。
そ
の
後
、

市
選
挙
管
理
委
員
長
か
ら
当
選
証
書
が
付
与
さ
れ
、
阿
久

津
市
政
が
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
し
た
。

市
長 

阿
久
津 

貞
司

就
任
あ
い
さ
つ

市長プロフィール

昭和20年旧長尾村に
生まれる／北牧在住
旧子持村長歴任／２期
趣味／スポーツ・読書
好きな言葉／誠心誠
意道理を貫く

【写真の説明】職員らに迎えられ初登庁し、花束を受け取
る阿久津市長（写真上）、職員らを前にあいさつ（写真下）
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市長・市議会議員補欠選挙の結果

市長の政策方針市長の政策方針
― スローガン ―

市民と行政が一体となり「元気な風」を起こそう

■ 市民主体の市政
○公平・公正な市政の執行と健全な行財政の確立を目
指します
○市民との対話を大切に、住民の目線で行政を実行し、
創造・知恵・工夫を結集し市民参加のまちづくりお
よび地域づくりの推進

■ 福祉、教育、文化重視の行政
○いきいきサロンの拡充、高齢者参加の地域づくりと 
生きがいづくりの推進
○学校・地域・家庭が連携し、子どもの良さを見つけ
て伸ばす教育を目指します
○スポーツ振興と文化活動を奨励し、生涯学習を通じ
て、市民の健康増進と生きがいづくりを推進します

■ 活力ある地域振興
○農林・商工・観光振興等の地域産業が生業で生計が
立てられ元気がでる政策の推進
○渋川市株式会社の代表という気持ちで、税金の無駄
遣いをなくして、異業種企業の連携によるブランド
づくりを推進し、社長兼営業マンとしてトップセー
ルを実行

■ 女性参加の地域おこし、街づくり
○保育園・幼稚園・学校教育に女性の意見を大切にし
ます
○高齢者福祉・市の各種事業開催に女性の意見を反映 
します
○子育てサロンの導入と若い女性の育児と働きやすい 
環境づくりの推進

木暮市政の３年
３カ月を振り返る

功　績
　故木暮治一氏は、平成18年４月に初
代渋川市長に就任して以来、卓越した識
見をもち「改革と実行」を信条として、
市政発展と市民福祉向上に多大な貢献を
されました。
　木暮氏は、昭和54年４月、旧渋川市
議会議員に当選して以来、６期22年の
永きにわたり在職し、その間、市議会議
長、教民常任委員会委員長、議会運営委
員会委員長などを歴任し、議会の公正か
つ円滑な運営に尽力されました。
　平成13年５月、旧渋川市長に就任。
16年９月には、渋川地区市町村合併協
議会を設置し、その会長として、６市町
村の合併および18年２月の新市誕生に
大きく貢献されました。
　特に「木暮氏なくしてこの合併は成立
しなかったのではないか」とまでいわれ
たほど多難な合併調整を成し遂げた功績
は大きく、その穏やかな人格と卓越した
行動力により、今日の渋川市の礎が築か
れたことは揺るぎない事実であります。
　これらの故木暮治一氏の功績は、私た
ちの胸に深く刻まれるとともに、限りな
く郷土を愛した情熱は、末永く後世に引
き継がれることと思われます。

主 な 事 業
　故木暮治一氏が初代の市長として手掛
けた主な事業を紹介します。
　最初に掲げたのが、６地区の一体化の
醸成と新市の礎づくり。そのため、まち
づくりの指針となる「渋川市総合計画」
を策定。また、福祉や環境などの各分野
ごとの計画をそれぞれ策定しました。一
方、地区の一体化に向けた取り組みとし
て、市の歌「力合わせて」の制定をはじ
め、市の花「あじさい」、木「もみじ」、
鳥「ほととぎす」や市のキャッチフレー
ズを制定しました。
　施策の推進に当たっては、中心市街地
の活性化と観光ネットワークの創出、道
路・橋りょうの整備を重点プロジェクト
に位置づけ、それぞれ施策を実現するた
めの事業を行いました。 

賞
旧渋川市功労者表彰／関東市議会議長会20年表
彰／全国市議会議長会20年表彰／群馬県総合表
彰(地方自治功労)／正五位旭日小綬章

投票結果 候補者の得票

当日有権者数 70,258人 氏　　名 得　票

区　分
投票者数 市

長
選

阿久津貞司 18,305 

市長選 市議補選 髙木　勉 16,880 

期日前投票 9,146 9,129 都丸　均 10,108 

当日投票 36,575 36,542 猪熊　篤史 18,388 

計 45,721 45,671 茂木　弘伸 23,103 

投票率 65.08% 65.00% ※敬称略、届出順。

市
議
補
選
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特
集

　

伊
香
保
温
泉
再
生
事
業(

伊
香
保
地
区
の
都

市
再
生
整
備
計
画)

は
、
国
か
ら
の
ま
ち
づ
く

り
交
付
金
を
財
源
の
一
部
と
し
て
利
用
し
、
伊

香
保
地
区
の
活
性
化
の
た
め
に
さ
ま
ざ
ま
な
取

り
組
み
を
行
っ
て
い
ま
す
。
今
回
、
20
年
度
で

第
一
期
が
終
了
し
、
21
年
度
か
ら
第
二
期
を
迎

え
た
伊
香
保
温
泉
再
生
事
業
の
中
か
ら
、
い
く

つ
か
の
事
業
に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。
な
お
、

慎
重
に
検
討
を
重
ね
な
が
ら
事
業
を
実
施
し
て

い
る
こ
と
か
ら
、
今
後
、
事
業
内
容
が
変
更
に

な
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

目玉は石段を県道まで
延長して広場を整備。

伊香保温泉
　再生事業の
　　　あらまし

　

20
年
度
ま
で
実
施
し
て
き
た
「
学

び
実
践
塾
」
は
、
公
募
に
よ
り
塾
生

を
募
集
し
、
塾
生
の
提
言
を
今
後
の

伊
香
保
の
ま
ち
づ
く
り
計
画
に
反
映

さ
せ
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
い
ま
し

た
。

　

21
年
度
か
ら
は
「
伊
香
保
元
気
塾
」

と
名
称
を
変
更
し
て
、
引
き
続
き
地

域
の
皆
さ
ん
か
ら
貴
重
な
ご
意
見
を

い
た
だ
き
、
伊
香
保
温
泉
再
生
の
た

め
に
、
官
民
協
働
の
態
勢
づ
く
り
を

よ
り
い
っ
そ
う
推
進
し
て
い
き
ま

す
。

　

同
じ
よ
う
に
、
地
域
の
皆
さ
ん
と

民
意
を
事
業
計
画
に
反
映
さ
せ

る
た
め
の
伊
香
保
元
気
塾

↖
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伊
香
保
の
将
来
に
つ
い
て
話
し
合
っ

て
い
く
た
め
の
事
業
と
し
て
、水
沢
、

湯
中
子
地
区
の
地
域
づ
く
り
推
進
会

議
な
ど
が
あ
り
ま
す
。

夢
二
ス
ト
ー
リ
ィ
散
策
で

趣
向
を
凝
ら
し
た
伊
香
保
観
光

　

伊
香
保
と
縁
が
深
い
竹
久
夢
二
。

そ
の
夢
二
を
物
語
の
根
幹
に
据
え
た

小
説
を
用
意
し
、
２
カ
月
程
度
の
一

定
期
間
、
参
加
者
が
小
説
を
読
み
進

め
な
が
ら
、
伊
香
保
地
区
を
観
光
す

る
イ
ベ
ン
ト
が
夢
二
ス
ト
ー
リ
ィ
散

策
で
す
。
こ
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
単
な

る
観
光
ガ
イ
ド
で
は
な
く
、
小
説
を

用
い
る
と
い
う
文
学
的
要
素
を
全
面

に
打
ち
出
し
て
、
伊
香
保
の
魅
力
に

触
れ
て
も
ら
う
内
容
と
な
っ
て
い
ま

す
。

　

小
説
の
中
で
は
、
伊
香
保
だ
け
で

な
く
市
内
周
辺
地
域
や
他
市
町
村
の

観
光
ス
ポ
ッ
ト
に
も
焦
点
を
当
て
、

観
光
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ
く
り
も
視

野
に
入
れ
た
イ
ベ
ン
ト
と
な
っ
て
い

ま
す
。

　

昨
年
は
、秋
に
開
催
し
ま
し
た
が
、

今
年
度
は
、
冬
に
開
催
を
予
定
し
て

い
ま
す
。

旧
観
山
荘
跡
地
を
利
用
し
た

広
場
整
備

　

旧
伊
香
保
町
時
代
か
ら
の
念
願
で

あ
っ
た
石
段
の
延
長
、
そ
の
た
め
の

旧
観
山
荘
用
地
取
得
に
つ
い
て
、
20

年
度
に
購
入
、
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。
引
き
続
き
第
二
期
計
画

に
お
い
て
も
、
伊
香
保
温
泉
の
主
要

な
観
光
ス
ポ
ッ
ト
と
し
て
ふ
さ
わ
し

い
施
設
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま
す
。

　

な
お
、
旧
観
山
荘
は
、
今
年
度
、

石
段
を
延
長
す
る
た
め
の
解
体
工
事

が
完
了
し
て
い
ま
す
。
旧
観
山
荘
跡

地
以
外
に
も
、
老
朽
化
し
た
建
物
を

解
体
し
て
、
そ
の
跡
地
を
広
場
や
休

憩
場
所
と
し
て
整
備
し
て
い
く
な
ど
、

観
光
客
だ
け
で
な
く
地
域
住
民
の
生

活
環
境
の
改
善
に
も
考
慮
し
た
事
業

を
計
画
し
て
い
ま
す
。

周
辺
主
要
道
の

景
観
整
備

　

伊
香
保
温
泉
へ
つ
な
が
る
主
要
道
、

渋
川
松
井
田
線
な
ど
に
つ
い
て
、
樹

木
の
せ
ん
定
や
草
花
の
植
栽
、
案
内

看
板
の
設
置
な
ど
を
実
施
し
て
い
く

予
定
で
す
。
第
一
期
計
画
で
は
、
事

業
の
対
象
区
域
が
伊
香
保
中
心
部
に

集
中
し
て
い
ま
し
た
が
、
第
二
期
計

画
で
は
対
象
区
域
を
拡
大
し
、
伊
香

保
温
泉
の
お
迎
え
口
と
し
て
ふ
さ
わ

し
い
景
観
整
備
を
検
討
し
て
い
き
ま

す
。
こ
の
ほ
か
に
も
、道
路
や
歩
道
、

防
火
水
槽
の
整
備
な
ど
が
伊
香
保
温

泉
再
生
事
業
第
二
期
計
画
に
盛
り
込

ま
れ
、
第
二
期
計
画
の
終
了
年
度
で

あ
る
25
年
度
ま
で
に
、
順
次
事
業
を

実
施
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　

以
上
の
よ
う
に
、
市
で
は
伊
香
保

地
区
の
活
性
化
の
た
め
、
さ
ま
ざ
ま

な
事
業
を
実
施
す
る
と
と
も
に
、
今

後
の
計
画
と
検
討
を
進
め
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
、
伊
香
保
温
泉
再
生
事
業

が
今
後
も
持
続
的
に
効
果
を
発
揮
す

る
た
め
に
は
、
地
域
の
皆
さ
ん
の
協

力
が
不
可
欠
で
す
。
事
業
の
実
施
に

際
し
て
の
通
行
止
め
や
施
設
整
備
後

の
維
持
管
理
な
ど
に
関
し
て
、
今
後

と
も
理
解
と
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

　

詳
し
く
は
、
ま
ち
づ
く
り
課
伊
香

保
温
泉
グ
ル
ー
プ(

☎
㉒
２
１
１
８)

へ
。

↖

昨
年
度
の
Ｐピ

ー
ア
ー
ルＲ
用
チ
ラ
シ

伊香保元気塾の様子伊香保元気塾の様子

解体が完了した旧観山荘跡地解体が完了した旧観山荘跡地

オリジナルあんどんの点灯実験オリジナルあんどんの点灯実験
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額を支給 別表１ 　　　　　自己負担限度額(年額)

低所得者Ⅰ 低所得者Ⅱ 一般
現役並み
所得者

(上位所得者)

所得
区分

(

市
民
税
非
課
税
世
帯
で

前
年
度
の
所
得
金
額
が
な

い
人)

19
万
円

(

25
万
円)

(

市
民
税
非
課
税
世
帯)

31
万
円

(

41
万
円)

56
万
円

(

75
万
円)

(

療
養
給
付
の
負
担
が
３
割)

67
万
円

(

89
万
円)

長
寿
医
療
制
度
＋

介
護
保
険

(

75
歳
以
上
の
人
）

(

世
帯
主
と
加
入
者
が
市

民
税
非
課
税
で
前
年
度
の

所
得
金
額
が
な
い
世
帯)

19
万
円

(

25
万
円)

(

世
帯
主
と
加
入
者
が
市
民
税
非
課
税
の
世
帯)

31
万
円

(
41
万
円)

56
万
円

(

75
万
円)

67
万
円

(

89
万
円)

国
民
健
康
保
険
＋

介
護
保
険

（
70
歳
〜
74
歳
の
人
）

(

世
帯
主
と
加
入
者
が
市

民
税
非
課
税
の
世
帯)

34
万
円

(

45
万
円)

34
万
円

(

45
万
円)

(

加
入
者
の
基
礎
控
除
後

の
所
得
が
６
０
０
万
円
以

下
の
世
帯) 67

万
円

(

89
万
円)

(

加
入
者
の
基
礎
控
除
後

の
所
得
が
６
０
０
万
円
を

超
え
る
世
帯)

１
２
６
万
円

(

１
６
８
万
円)

国
民
健
康
保
険
＋

介
護
保
険

（
70
歳
未
満
の
人
）

※所得区分は基準日で判定します。
※(　)内は、経過措置による計算期間(16カ月)の金額です。
※70～74歳の人と70歳未満の人が混在する国民健康保険また
は被用者保険の場合は、まず70～74歳の限度額を適用して計
算し、残った自己負担額に70歳未満の人の自己負担額を合算
して70歳未満の限度額を適用して計算します。

市国保、長寿医療制度以外の医療保険の加入者

福祉医療を受けている人は

　加入している医療保険が申請窓口です。詳し
くは、加入している医療保険、勤務先などに問
い合わせてください。
　なお、市が交付する「自己負担額証明書」が
必要な人は、印鑑、振込先の分かるものを持参
し、保険年金課または各総合支所市民福祉課で
申請してください。

　福祉医療を受けている人は、医療費の自己負
担がないため、取り扱いが通常と異なります。
加入している医療保険ごとに次のとおりとなり
ます。
①市国保または長寿医療制度加入者
　支給対象となった場合、介護保険分のみ支給
します。
②被用者保険加入者
　被用者保険から高額介護合算療養費が支給さ
れた場合には、医療保険分相当額を市に返還し
ていただきます。介護保険分の返還は不要です。

○自己負担額を合算できる範囲(家族が別々の医療保険に加入している場合)

「長寿医療制度」と「介護保険」を合算できます
※支給申請先＝長寿医療制度

「国保」と「長寿医療制度」は
医療保険が異なるため
合算はできません

「国保」と「被用者保険」は
医療保険が異なるため
合算はできません

「被用者保険」と「介護保険」を合算できます
※介護保険の利用がない場合は、合算できま
せん。

※支給申請先＝被用者保険

Ｄさん(Ａさんの母) 
医：長寿医療制度
介：利用なし　　

Ｃさん(Ａさんの父)
医：長寿医療制度
介：介護保険利用

Ｂさん(Ａさんの妻)
医：国保の世帯員
介：介護保険利用

Ａさん(世帯主)
医：国保の世帯主
介：利用なし　　

「国民健康保険」と「介護保険」を合算できます
※支給申請先＝国民健康保険

Ｆさん(次男)
医：国保の世帯員
介：利用なし　　

Ｅさん(長男)
医：被用者保険　
介：介護保険利用
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保険年金課(☎㉒2461)

高齢対策課(☎㉒2116)

高額医療
高額介護合算制度限度額を超えた 
　平成20年度の医療制度改正の一環として、医療保
険と介護保険の両制度を利用して支払った自己負担額
の年間合算額が一定の限度額を超えた場合に、その超
えた額を支給する「高額医療・高額介護合算制度」が
創設されました。
※この制度は、一定の限度額を超えた医療保険分を
「高額介護合算療養費」、介護保険分を「高額医療合算
介護(予防)サービス費」として支給するものです。

問い
合わ
せ先

国民健康保険(市国保)、長寿医療制度(後期高齢者医療制度)に加入している人は

支給には申請が必要です／該当者には通知します

支給対象者　一定の計算期間
(８月から翌年７月までの１年
間)内に市国保(または長寿医
療制度)と介護保険の両方で支
払った自己負担額が一定の限
度額を超えた世帯(国保では世
帯主に、長寿医療制度と介護
保険制度では被保険者に支給)。
※本年度は、制度施行初年度
の経過措置として、20年４月
から21年７月までの16カ月間
(20年８月から21年７月まで
の１年間で計算した方が支給
額が多くなる場合は、１年間)
を計算期間とします。
支給額　計算期間内の国保(ま
たは長寿医療制度)と介護保
険の自己負担額を合算し、世
帯の自己負担限度額(別表１)

を超えた額。
※同じ世帯でも、異なる医療
保険の加入者がいる場合は、
医療保険ごとに別計算されま
す。
計算方法　保険診療の窓口負
担額＋介護サービス利用自己
負担額－自己負担限度額(別
表１)
※計算対象外を除いて計算し
ます。
※介護受給者が基準日(毎年
７月31日)において加入して
いる医療保険者が計算を行
い、保険の種類ごとに支給額
を案分します。
※基準日前に死亡している場
合は、基準日が変更になる場
合があります。

計算対象外　次の負担は計算
対象外となります。
○高額療養費支給額
○高額介護(予防)サービス費
○入院時または入所時の食
費、居住費、差額ベッド代な
どの保険給付の対象とならな
い費用
○特定給付対象療養に係わる
公費負担額　
○特定給付対象居宅サービス
など、または、特定給付対象
介護サービス等に係わる公費
負担額　
○70歳未満の人が受けた療養
で、同一月、医療機関(入院・
外来別、診療科別)に支払った
２万1,000円未満の自己負担額
(高額療養費算定基準と同様)

　基準日に、市国保または長
寿医療制度(市内に住所を有
する場合)に加入していて、
支給対象となる場合は、市か
ら11月下旬以降に支給申請の
お知らせを送付します。内容
を確認の上、支給申請してく
ださい。
申請窓口　保険年金課または
各総合支所市民福祉課
申請に必要なもの　印鑑、振
込先の分かるもの、支給申請
のお知らせ(届いた人)、自

己負担額証明書(ほかの医療
保険や他市町村の介護保険に
加入していたことがある人)
申請期限　基準日の翌日から
起算して２年以内
支給の時期　申請受付後、支
給額を計算し、関係各保険者
で案分します。その後、各保
険者からそれぞれ支給されま
すが、市国保、介護保険、長
寿医療制度分については、22
年２月以降順次支給する予定
です。

お知らせが届かない人は
　次に該当する人には、支給
申請のお知らせを送付できな
い場合があります。支給対象
になると思われる場合は、以
前加入していた医療保険や介
護保険が交付する「自己負担
額証明書」を添付して、支給
申請してください。
①20年４月から21年７月31日
までの間に本市に転入した人
②計算期間中に他の医療保険
または他市町村の介護保険に
加入していた人



NEWS

市政ニュース

8

遊休桑園の解消に緊急支援策

開
設
に
向
け
て
親
し
み
の
あ
る
名
称
を
募
集

応
募
期
限
は
10
月
30
日
／
あ
な
た
も
名
付
け
親
に

応
募
要
件　

▽
資
格
は
問
い
ま
せ
ん

▽
ひ
ら
が
な
、
カ
タ
カ
ナ
、
漢
字
で

表
記
さ
れ
た
も
の
を
基
本
と
し
、
ア

ル
フ
ァ
ベ
ッ
ト
や
記
号
は
認
め
な
い

▽
渋
川
市
国
民
健
康
保
険
お
よ
び
診

療
所
の
文
言
を
入
れ
た
名
称
と
す
る
。

(

例)

渋
川
市
国
民
健
康
保
険
○
○

○
診
療
所　

▽
応
募
点
数
＝
制
限
な

し(

た
だ
し
、
応
募
用
紙
１
枚
に
つ

き
１
点)　

▽
応
募
に
掛
か
る
費
用

は
自
己
負
担
と
す
る

※
採
用
さ
れ
た
作
品
の
著
作
権
、
そ

の
他
の
権
利
は
市
に
帰
属
し
ま
す
。

※
名
称
の
決
定
に
お
い
て
、
作
品
の

一
部
を
修
正
す
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

賞
・
副
賞　

▽
最
優
秀
賞
＝
１
点

(

賞
状
、
５
千
円
相
当
の
図
書
カ
ー

ド)　

▽
優
秀
賞
＝
５
点(

賞
状
、

副
賞
３
千
円
相
当
の
図
書
カ
ー
ド
）

※
各
賞
と
も
受
賞
対
象
者
が
多
数
の

場
合
は
抽
せ
ん
。

※
受
賞
発
表
は
、
採
用
者
に
通
知
す

る
と
と
も
に
、「
広
報
し
ぶ
か
わ
」
や

市
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ(h

ttp
://w
w
w
.

city.sh
ib
u
kaw
a.gu

n
m
a.jp
/)

で

発
表
し
ま
す
。

応
募
方
法　

所
定
の
応
募
用
紙
ま
た

は
任
意
の
用
紙
に
、
①
施
設
の
名
称

(

ふ
り
が
な)　

②
名
称
の
説
明
・
理

由　

③
応
募
者
の
氏
名(

ふ
り
が

な)

、
住
所
、
電
話
番
号
を
明
記
し
、

所
定
の
応
募
箱
に
投
函
す
る
か
、
保

険
年
金
課(

〒
３
７
７
―
８
５
０

１
・
石
原
80
・

㉔
６
５
４
１)

へ

郵
送
ま
た
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
し
て
く
だ

さ
い

※
応
募
用
紙
お
よ
び
応
募
箱
は
、
保

険
年
金
課
、
渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
、

各
総
合
支
所
、
国
保
赤
城
南
・
北
診

療
所
に
あ
り
ま
す
。

応
募
期
限　

10
月
30
日
㈮

　

詳
し
く
は
、
保
険
年
金
課(

☎
㉒

２
１
１
１
・
内
線
１
１
３
６)

へ
。

　

赤
城
地
区
の
国
保
南
・
北
診
療
所
は
、
こ
れ
ま
で
地
域
医
療

お
よ
び
住
民
福
祉
の
充
実
と
い
う
重
要
な
役
割
を
担
っ
て
き
ま

し
た
が
、
こ
の
度
、
全
市
的
な
視
点
か
ら
検
討
を
行
い
、
南
北

の
両
診
療
所
を
統
合
し
、
平
成
22
年
４
月
、
赤
城
町
敷
島
地
内

に
新
た
な
診
療
所
を
建
設
し
ま
す
。
市
で
は
、
新
た
な
診
療
所

の
開
設
に
伴
い
、
診
療
所
の
イ
メ
ー
ジ
に
ふ
さ
わ
し
く
、
親
し

み
の
あ
る
名
称
を
募
集
し
ま
す
。

赤城地区の国保南・北診療所を来年の４月統合に赤城地区の国保南・北診療所を来年の４月統合に

　耕作放棄地の再生利用の支援
策として、市内の遊休化した桑
園の抜根・整地費用(産廃処理
費含む)を平成21年度に限り、
特別支援します。
活動主体　農業者・地域協議
会・法人など

対象農地　農振農用地区域内
の農地(ただし、営農再開が
条件)
支援内容　経費補助上限30
万円(10ａ

アール
当たり)

申込・問い合わせ先　農林課
(第二庁舎・☎㉒2593)

建設用地
（特別養護老人ホーム清流の郷東側）

17

旧・白郷井中
体育館

赤城総合支所
赤城郵便局

Ｊ
Ｒ
上
越
線

敷島駅
赤城IC

ヘルシーパル
赤城

ユートピア赤城

敷島橋 津久田

特別養護老人ホーム
清流の郷

利
根
川

至
前
橋
市

関
越
自
動
車
道

建設用地

遊休化した桑園の再利用を遊休化した桑園の再利用を
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10
月
か
ら
住
民
税
を
年
金
か
ら
天
引
き
し
ま
す

10
月
15
日
永
遠
の
平
和
を
願
っ
て
開
催

対
象
は
65
歳
以
上
の
年
金
受
給
者

献
花
と
小
学
生
に
よ
る
作
文
の
発
表

特
別
徴
収
の
対
象
者

　

４
月
１
日
現
在
65
歳
以
上
の
年
金

受
給
者
の
う
ち
、
住
民
税
の
納
税
義

務
が
あ
る
人
。

※
介
護
保
険
料
が
年
金
か
ら
天
引
き

さ
れ
て
い
な
い
人
や
、
天
引
き
と
な

る
住
民
税
額
が
年
金
受
給
額
を
超
え

る
人
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん
。

対
象
と
な
る
年
金

　

老
齢
基
礎
年
金
ま
た
は
昭
和
60
年

以
前
の
制
度
に
よ
る
老
齢
年
金
・
退

職
年
金
な
ど
。

年
金
以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合

　

給
与
所
得
や
事
業
所
得
な
ど
年
金

以
外
の
所
得
が
あ
る
場
合
、
こ
れ
ら

に
係
る
住
民
税
は
年
金
か
ら
特
別
徴

　

先
の
大
戦
に
お
け
る
戦
没
者
を
追

悼
す
る
と
と
も
に
恒
久
平
和
を
祈
念

す
る
た
め
、
無
宗
教
献
花
方
式
に
よ

る
式
典
を
行
い
ま
す
。

　

ま
た
、
式
典
終
了
後
、
小
学
生
平

和
推
進
啓
発
作
文
入
選
者
の
朗
読
を

収
さ
れ
ず
に
、
従
来
通
り
の
方
法
で

別
々
に
納
付
す
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

特
別
徴
収
が
中
止
と
な
る
場
合

　

市
外
へ
の
転
出
や
税
額
の
変
更
が

あ
っ
た
場
合
は
、
特
別
徴
収
が
中
止

と
な
り
、普
通
徴
収(

納
付
書
に
よ
る

納
付)

に
変
更
と
な
り
ま
す
。

※
こ
の
制
度
改
正
は
、
納
税
方
法
の

変
更
で
あ
り
、
新
た
な
税
負
担
が
生

じ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

詳
し
く
は
、
税
務
課
市
民
税
グ
ル

ー
プ(

☎
㉒
２
１
１
３)

へ
。

行
い
ま
す
。

と
き　

10
月
15
日
㈭
午
後
１
時

と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

対
象
者　

戦
没
者
の
遺
族
、
一
般
の

人
、
作
文
朗
読
者
の
関
係
者

　

詳
し
く
は
、
社
会
福
祉
課(

☎
㉒

２
１
１
５)

へ
。

年金からの住民税特別徴収が開始に年金からの住民税特別徴収が開始に市戦没者追悼式市戦没者追悼式

　(財)県市町村振興協会では、
市町村振興宝くじ(サマージャン
ボ宝くじ)の交付金などを財源と
して、自治会などの活動に直接
必要な設備や施設の整備に対し
助成を行っています。
　この度、子持地区河原自治会
がこの事業による助成を受け、

地区集会施設である萬
まん

日
にち

会館の
会議室と湯沸室の段差解消(バリ
アフリー化)工事を行いました。
　自治会では、地域活動の拠点
として高齢者にも安心して使用
してもらえると話していました。

(子持総合支所市民福祉課)

　四ツ角周辺土地区画整理事業は、
四ツ角周辺地区に活気やにぎわい
を取り戻すことを目的として平成
２年度に開始しました。
　建物移転は、20年度末現在で
278戸が完了し、建物移転の進ち
ょく率は85.3％となりました。
　また、整地が完了し、権利者が
仮換地の使用を始めることができ
る、使用収益を開始した仮換地の
率は、今年７月で44.2％となり
ました。
　現在、皆さんの協力により順調
に事業が進められています。

　市では、四ツ角周辺土地区画整
理事業の工事として、事業区域内
における都市計画道路(渋川原町
線・渋川高崎線)の道路改良工事
を10月から年度末(22年３月末
予定)にかけて行います。
　この工事に伴い、交通渋滞が発
生することが予想されます。ご迷
惑をお掛けしますが、ご協力をお
願いします。

中心市街地の活性化に向けて中心市街地の活性化に向けて

【道路改良工事のお知らせ】

建物移転の
進ちょく率85.3％

宝
く
じ
に
よ
る
地
域
づ
く
り

集会施設をバリアフリーに

萬日会館内の工事後の様子萬日会館内の工事後の様子
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守り育て未来につなぐ守り育て未来につなぐ
　　　　私たちの環境　　　　私たちの環境 7

環
境
基
本
計
画
の
推
進　

そ
の
１

学
習
会
の
ね
ら
い

　

学
習
会
は
、
子
ど
も
と
保
護
者

を
対
象
に
、
環
境
に
対
す
る
お
互

い
の
共
通
認
識
を
も
っ
て
も
ら
う

と
と
も
に
、
身
近
な
自
然
と
の
ふ

れ
あ
い
を
通
じ
、
環
境
を
大
切
に

思
う
心
を
は
ぐ
く
ん
で
も
ら
う
こ

と
を
目
的
と
し
て
毎
年
開
催
し
て

い
ま
す
。

　

ま
た
、
学
習
会
で
は
、
環
境
市

民
団
体
「
し
ぶ
か
わ
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
の
皆
さ
ん
に
指
導
を
し
て

も
ら
い
、
よ
り
地
域
に
密
着
し
た

環
境
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

こ
の
「
し
ぶ
か
わ
環
境
フ
ォ
ー

ラ
ム
」
は
、
本
市
の
美
し
い
自
然

を
守
り
、
住
み
や
す
い
環
境
を
整

え
る
た
め
に
、
市
民
に
対
し
て
環

境
保
全
活
動
を
推
進
す
る
活
動
を

し
て
い
ま
す
。

学
習
会
の
実
施
報
告

　

本
年
度
１
回
目
の
学
習
会
は
、

６
月
に
開
催
し
ま
し
た
。「
知
っ
て

る
か
い
？
木
の
役
割
―
さ
わ
っ
て

学
ぶ
渋
川
の
樹
木
―
」
と
題
し
て
、

総
合
公
園
自
由
広
場
付
近
に
あ
る

木
々
の
名
前
や
特
徴
な
ど
を
学
習

し
た
り
、
木
の
役
割
な
ど
を
ク
イ

ズ
形
式
で
楽
し
み
な
が
ら
学
習
し

ま
し
た
。

　

出
題
さ
れ
る
ク
イ
ズ
に
家
族
で

協
力
し
な
が
ら
答
え
て
正
解
す
る

と
、
賞
品
が
も
ら
え
ま
す
。
ま
た
、

子
ど
も
た
ち
が
、
自
分
で
樹
木
名

を
書
い
た
記
念
プ
レ
ー
ト
を
気
に

入
っ
た
木
々
に
取
り
付
け
ま
し
た
。

　

ま
た
、
８
月
に
は
、「
と
ば
そ
！

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
」
と
題

し
て
２
回
目
の
学
習
会
を
黒
井
峯

遺
跡
で
開
催
し
ま
し
た
。
い
ら
な

く
な
っ
た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
利
用

し
て
ロ
ケ
ッ
ト
を
作
っ
て
飛
ば
し

ま
し
た
。
１
つ
の
ロ
ケ
ッ
ト
を
作

る
の
に
、
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
３
つ

使
用
し
ま
す
。
作
成
は
難
し
く
、

切
っ
た
り
、
テ
ー
プ
で
付
け
た
り

し
て
、
試
行
錯
誤
を
繰
り
返
し
な

が
ら
も
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト

が
、
空
高
く
飛
ぶ
様
子
を
思
い
描

き
な
が
ら
作
り
ま
し
た
。
作
成
が

終
わ
る
と
、
完
成
し
た
ペ
ッ
ト
ボ

ト
ル
ロ
ケ
ッ
ト
を
、
参
加
者
全
員

で
大
空
に
向
け
て
飛
ば
し
ま
し
た
。

　

当
日
の
天
候
は
曇
り
で
し
た
が
、

ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
ロ

ケ
ッ
ト
が
大
空
高

く
飛
び
、
子
ど
も

た
ち
は
歓
声
を
上

げ
て
い
ま
し
た
。

　

来
年
度
も
「
親

と
子
の
環
境
学
習

会
」
を
開
催
す
る

予
定
で
す
の
で
、

皆
さ
ん
の
参
加
を

お
待
ち
し
て
い
ま

す
。 

(

環
境
課)

　今年度からスタートし
た「渋川市環境基本計
画」。本市では、その計
画を推進し、良好で快適
な環境を守り、創造する
ために環境学習プログラ
ムを実施しています。今
回は、その一例として子
どもと保護者を対象に毎
年２回開催している「親
と子の環境学習会」の取
り組みを紹介します。

環境学習プログラム
を通じて環境を大切
にする心をはぐくむ

親と子の環境学習会の様子親と子の環境学習会の様子

ペットボトルロケットの打ち上げペットボトルロケットの打ち上げ
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住
基
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②
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隔月連載
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皆さんの利便向上に役立つ住基カード

　前回(「広報しぶかわ」８月１日号に掲載)
は、住民基本台帳ネットワークシステム(住
基ネット)について説明しました。今回は、
住基ネットを活用したサービスの１つである
「住民基本台帳カード(住基カード)」の紹介
をします。
〈住基カードってなに？〉
　住基カードとは、住民登録をしている市区
町村が発行する、記録情報の保護に優れたＩ

アイ

を提示して転入届を行うことで、窓口に行く
手間が転入時の１回だけで済みます。その他、
インターネット上で本人確認をするための
「電子証明」を、ＩＣチップに記録でき(別
途料金として500円）、確定申告を自宅のパ
ソコンから行える「ｅ

イ ー タ ッ ク ス

-ＴＡＸ」などで活用
できます。
　なお、住基カードを作る際は、次のものが
必要になります。①印鑑　②免許証・パスポ

ートなどの写真付き公的本人確認書類(持っ
ていない人は郵便による照会手続きを行いま
す)　③顔写真(縦4.5cm×横3.5cmの大き
さで、６カ月以内に撮影した無帽、正面、無
背景のもの・写真付きの住基カードを希望す
る場合のみ)。また、本市では、平成23年３
月31日まで、住基カード交付手数料を無料
にしています。

(市民課)

Ｃ
シー

チップを内蔵したカードです。住基カード
には、顔写真の入ったものと入っていないも
のの２種類があります。  
　顔写真の入った住基カードは、公的な本人
確認書類として、さまざまな場所で活用でき
ます。運転免許証やパスポートなどを持って
いない人にとっては、とても便利なカードです。
　また、転入転出手続きで、転出届を郵送で
行い、移転先の市区町村の窓口で住基カード

まま ちち づづ くく りり かか わわ らら 版版
中 心 市 街地

プロジェクトに位置付けられている「中心市

街地の活性化」を進めるため、行政からたく

さんの情報をお届けするとともに、皆さんか

らもご意見をいただき、協働してまちづくり

を進めていくために発行してるものです。

　また、あじさいパレットの名称は、公募に

より決定されました。お便りの中には「良い

名前ですね」「パレットのようにいろいろな

　５月１日号から隔月で発行している「あじ

さいパレット」。読者の皆さんからこれまでに、

たくさんのお便りをいただいています。お便

りの中には、中心市街地の懐かしい思い出や

これからのまちづくりへの期待、そして区画

整理事業に対するやや厳しい意見など、さま

ざまな声があります。

　あじさいパレットは、本市の総合計画重点

情報が読めることを期待します」といった意

見がいくつもありました。

　あじさいパレットは、奇数月に回覧で皆さ

んのもとへ届きます。ぜひ、ご覧になって、

まちづくりに対する感想や意見を聞かせてく

ださい。皆さんからのたくさんのお便りをお

待ちしています。

(商工振興課)

「あじさいパレット」の読者からたくさんのお便りが

第９回

シリーズシリーズ
第４話第４話
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高齢者脳トレーニングの学習サポーターが事前研修
認知症の予防に役立つ脳を活性化させる指導法を学ぶ

　簡単な「読み書き・計算」で脳

を活性化させ、脳機能の低下と認

知症を予防するための「高齢者脳

トレーニング教室」。

　この教室で助言や指導を行う、

公募で集まった10人の「学習サ

ポーター」は、９月11日、渋川ほ

っとプラザで脳トレーニング学習

の進め方などについて、事前研修

を受けました。

読み書き・計算指導の実践練習をするサポーター

徳冨蘆花記念文学館で「文学サロン」
自分にとって面白い本をたくさん読むことが読書のポイント

講師を務めた作家で日
本ペンクラブ会長でも
ある阿刀田高さん(左)
熱心に講演を聞く参加
者たち(右)

　徳
とく

冨
とみ

蘆
ろ

花
か

記念文学館で９月18日に開催した文学サロン。講師に作
家の阿

あ

刀
とう

田
だ

高
たかし

さんを迎え「読書と日本語を楽しく」と題して行われ
ました。阿刀田さんからは「頑張って難しい本を読むのでなく、自
分にとって面白い本を読んでほしい」などの意見が。阿刀田さんの
ユーモア溢れる講演に、会場からは時折、笑いも漏れていました。



Photo Topics
Photo Topics
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赤城北中学校の「キャリアウイーク」で職場体験と福祉体験
給食共同調理場で料理の下ごしらえや食器の片付けの手伝い

　赤城北中の生徒が職場と福祉の

体験をする「キャリアウイーク」

で、９月３日に２年生２人が赤城

学校給食共同調理場を訪問しまし

た。生徒は、帽子、マスク、エプ

ロンなど調理場の職員と同じ衣装

を身に着けて、ネギとニラを洗う

作業などを体験。午後には食器の

片付けを行い、給食がどのように

作られているかを学びました。

野菜を洗う作業を手伝う生徒(左側２人)

北橘公民館で「竹太鼓・リコーダー・ピアニカ・大正琴」教室
竹の里フェスティバルの発表に向け上達したよ

木村講師の合図に合わ
せて演奏する受講生
(左)　楽しく竹太鼓を
たたきます(右上)　早
いリズムになると一段
と真剣な表情に(右下)

　北橘公民館で、９月12日、竹太鼓や大正琴などの楽器を用いた演
奏会の練習が行われました。これは、同公民館が「たちばな竹の里
フェスティバル」で発表してもらおうと、９回に渡って開催してい
る「竹太鼓・リコーダー・ピアニカ・大正琴」の教室。この日は、
19人が「さんぽ」や「笑点」などの曲を楽しく奏でていました。



秋のイベント情報 Information 2009 autumn

10月17日／子どもが楽しめる企画が盛りだくさん

11
月
14
日
／
フ
ァ
ミ
リ
ー
コ
ン
サ
ー
ト
と
人
形
劇
の
上
演

10
月
24
・
25
日
北
橘
公
民
館
と
北
橘
総
合
支
所
中
庭
で

チ
ャ
イ
ル
ド
ゆ
め
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

た
ち
ば
な
竹
の
里
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
／
八
木
節
大
会

◆とき　11月14日(土)午前11時
～午後４時30分
◆ところ　市民会館大ホールほか
◆内容　▷パネル展示＝市内の保
育所(園)および幼稚園などの紹介
▷コンサートと演劇＝劇団こぐま
座による「ファミリーコンサート」
とぬいぐるみ人形劇「ヘンゼルとグ
レーテル」の上演(１回目は午前11
時～午後０時45分、２回目は午後
２時30分～４時15分)
◆対象者　小学生以下の子どもと
その保護者
◆入場料　無料(コンサートと演劇
の観覧には入場整理券が必要です)
◆入場整理券配布場所　市内各保
育所(園)・幼稚園、市民会館、こど
も課、各総合支所市民福祉課
◆整理券配布開始日  10月５日(月)
〈保育所(園)・幼稚園紹介のパネル展示〉
◆とき  10月６日(火)～９日(金)
◆ところ　市役所本庁舎市民ロビー
◆内容　市内各保育所(園)、幼稚
園紹介のパネル展示
  詳しくは、こども課(☎㉒2415)へ。

　北橘地区で取り組んでいる竹の文化の推進と
郷土芸能の継承。それぞれの魅力を一緒に披露
するイベントです。
〈10月24日(土)の催し〉
◆竹と光のページェント
　竹筒1,000本余りを使ったオブジェにロウソ
クの火を灯す、幻想的な明かりのイベントです。
時間　午後４時～７時　※雨天の場合は25日に。
ところ　北橘総合支所中庭
〈10月25日(日)の催し〉
◆竹の子郷土料理の試食
　タケノコを食材にした郷土料理の試食を行い
ます。(限定200食・先着順)
時間　午前11時30分
ところ　北橘公民館
◆竹楽器・八木節大会などの演奏発表会
　大人や子どもによる八木節踊りや竹太鼓など
の演奏発表会です。
時間　午前11時～午後３時30分
ところ　北橘ふれあいセンター(北橘公民館)ホ
ール
〈24日(土)・25日(日)両日開催〉
◆竹工芸作品展
　県内から募集した竹工芸品や竹細工などを展
示します。
時間　午前９時～午後５時(25日は午後４時ま
で)
ところ　北橘公民館
◆竹炭のプレゼント
　さまざまな用途で注目されている竹炭を“ちょ
こっと”ずつ差し上げます。(各日限定100個・先
着順)
時間・ところ　▷24日＝午後５時・北橘総合支所
▷25日＝午前10時30分・北橘公民館
  詳しくは、北橘公民館(☎522300)へ。

第４回渋川地域子育てフェスティバル
◆とき　10月17日(土)午前10時
◆ところ　北橘公民館および北橘総合
支所中庭
◆内容　和太鼓演奏、よさこいソーラン、
警察犬とのふれあい広場、サイエンスル
ーム、出張ぐんま天文台、おもちゃの病
院、バルーンアート、積み木遊び、シャ

ボン玉遊び、着ぐるみとの記念撮影など
◆参加料　無料
◆参加方法　当日会場へ
◆問い合わせ先　渋川地域子育てフェ
スティバル実行委員会(シーヤクラブ内
・☎㉒2936)またはこども課(☎㉒24
15)

14
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BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

募　

集

募　

集

ヘ
ル
シ
ー
ハ
イ
キ
ン
グ

伊
香
保
総
合
支
所
経
済
建
設
課

　
　
　
　
　
　
　

☎
72
３
１
５
５

　

燃
え
る
よ
う
な
紅
葉
に
包
ま
れ

る
県
立
伊
香
保
森
林
公
園
の
ハ
イ

キ
ン
グ
コ
ー
ス(

約
４
㌔
㍍)

を
散

策
し
な
が
ら
、
心
身
の
リ
フ
レ
ッ

シ
ュ
を
図
り
、
伊
香
保
の
豊
か
な

自
然
を
満
喫
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。

と
き　

10
月
25
日
㈰
午
前
９
時
30

分
集
合(

午
後
１
時
終
了
予
定)

集
合
場
所　

県
立
伊
香
保
森
林
公

園
大
駐
車
場

定
員　

１
２
０
人(

超
え
た
場
合

は
抽
せ
ん)

参
加
料　

無
料

応
募
方
法　

は
が
き
に
代
表
者
の

郵
便
番
号
、
住
所
、
氏
名
、
電
話

番
号
と
参
加
者
全
員
の
氏
名
を
明

記
し
て
、
伊
香
保
総
合
支
所
経
済

建
設
課(

〒
３
７
７

－

０
１
９
２
・

伊
香
保
町
伊
香
保
１
１
６

－

１)

へ

応
募
期
限　

10
月
13
日
㈫(

当
日

消
印
有
効)

そ
の
他　

参
加
者
に
は
苗
木
な
ど

の
記
念
品
を
差
し
上
げ
ま
す

シ
ニ
ア
の
た
め
の

地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座

高
齢
対
策
課　
　

☎
㉒
２
１
１
６

　

シ
ニ
ア
世
代
を
対
象
に
、
地
域

活
動
の
大
切
さ
や
関
わ
り
方
を
学

ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

11
月
14
日
㈯
午
前
10
時
30

分
〜
午
後
３
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)内
容　

▽
講
演
＝
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

活
動
の
楽
し
み
〜
相
互
活
性
化
の

輪
の
中
で
〜(

講
師
：
安あ

保ぼ

博
史
さ

ん
・
県
立
女
子
大
学
教
授)　

▽
活

動
事
例
発
表　

▽
交
流
会

対
象
者　

県
内
在
住
の
お
お
む
ね

60
歳
以
上
の
人

定
員　

50
人(
超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

は
が
き
、
電
話
ま
た

は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で「
シ
ニ
ア
の
た

め
の
地
域
デ
ビ
ュ
ー
講
座
渋
川
会

場
の
受
講
希
望
」と
氏
名(

ふ
り
が

な)

、
生
年
月
日
、
性
別
、
住
所
、

電
話
番
号
を
県
長
寿
社
会
づ
く
り

財
団(

県
社
会
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

内
・
〒
３
７
１

－

８
５
１
７
・
前

橋
市
新
前
橋
町
13

－

12
・
☎
０
２

７

－
２
５
５

－

６
５
１
１
・

０

２
７

－

２
５
５

－

６
１
６
６)

へ

申
込
期
限　

11
月
６
日
㈮(

必
着)

お
知
ら
せ

お
知
ら
せ

市
民
総
合
文
化
祭

演
技
部
門「
舞
踊
発
表
会
」

生
涯
学
習
課　
　

☎
㉒
２
５
０
０

と
き　

10
月
31
日
㈯
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

市
民
会
館
大
ホ
ー
ル

入
場
料　

無
料

第
10
回
縄
文
ま
つ
り

文
化
財
保
護
課　

☎
52
２
１
０
２

と
き　

10
月
17
日
㈯
午
前
10
時
〜

午
後
２
時
30
分(

荒
天
の
場
合
は

中
止)

と
こ
ろ　

北
橘
歴
史
資
料
館
、
た

ち
ば
な
の
郷
公
園(

資
料
館
前)

内
容　

▽
縄
文
生
活
体
験
コ
ー
ナ

ー
＝
火
お
こ
し
、
縄
文
土つ

ち

笛ぶ
え

・
土

鈴
づ
く
り
、
石
器
づ
く
り
、
ま
が

玉
づ
く
り
、
鹿
狩
り
、
石
皿
粉
ひ

き
な
ど　

▽
紙
芝
居
上
演
＝
ふ
る

さ
と
ガ
イ
ド
の
会
に
よ
る
紙
芝
居

「
箱
田
伝
説
」
の
上
演

参
加
料　

無
料(

ま
が
玉
づ
く
り
な

ど
一
部
の
コ
ー
ナ
ー
は
、
材
料
費

と
し
て
実
費
が
か
か
り
ま
す)

参
加
方
法　

当
日
会
場
へ

問
い
合
わ
せ
先　

北
橘
歴
史
資
料

館(

☎
52
４
０
９
４)

入
札
参
加
資
格
の
電
子
申
請

契
約
検
査
課 

☎
㉒
２
３
６
９

　

県
と
本
市
を
含
む
県
内
20
市
町

で
、
電
子
申
請(

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト)

に
よ
る
平
成
22
、
23
年
度
の

入
札
参
加
資
格
申
請
を
受
け
付
け

ま
す
。

対
象
業
種　

建
設
工
事
、
調
査
・

測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど
の

委
託
業
務
お
よ
び
物
品
の
製
造
・

販
売
・
購
入
、
役
務
の
提
供

申
請
方
法　
「
ぐ
ん
ま
電
子
入
札

共
同
シ
ス
テ
ム
ポ
ー
タ
ル
サ
イ
ト

(h
ttp
s://p

o
rta
l.g
-e
b
id
.e
-g

unm
a.lg.jp/)

」内
の「
入
札
参
加

申
請
サ
ー
ビ
ス
」
か
ら
所
定
の
手

続
き
を
行
っ
て
く
だ
さ
い

申
請
期
間　

▽
物
品
の
製
造
・
販

売
・
購
入
、
役
務
の
提
供
＝
10
月

19
日
㈪
〜
11
月
19
日
㈭　

▽
調
査

・
測
量
・
コ
ン
サ
ル
タ
ン
ト
な
ど

の
委
託
業
務
＝
11
月
24
日
㈫
〜
12

月
18
日
㈮　

▽
建
設
工
事
＝
平
成

22
年
１
月
４
日
㈪
〜
１
月
29
日
㈮

そ
の
他　

シ
ス
テ
ム
へ
の
１
回
の

登
録
で
、
同
時
に
複
数
の
自
治
体

に
申
請
で
き
ま
す

秋を感じて歩きます



文学サロン講演会

とき　11月９日(月)午
後１時30分～３時
ところ　徳冨蘆花記念文
学館
内容　俳句でエール！～
小さな言葉が大きな力～
講師　黛まどかさん(俳
人・日本ペンクラブ会員)
定員　80人
参加料　350円
申込方法　電話か直接徳
冨蘆花記念文学館(☎72
2237)へ

16

□本庁舎・第二庁舎　☎22-2111

BOXBOXくらしのくらしの
ぼ っ く すぼ っ く す情報情報

再
就
職
準
備
セ
ミ
ナ
ー

商
工
振
興
課　
　

☎
㉒
２
５
９
６

　

出
産
、
育
児
、
介
護
な
ど
で
退

職
し
、
再
就
職
を
希
望
す
る
人
を

対
象
に
、
再
就
職
に
必
要
な
知
識

な
ど
を
学
ぶ
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
22
日
㈭
午
前
10
時
〜

午
後
０
時
30
分　

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

内
容　
「
す
ぐ
に
使
え
る
再
就
職

に
役
立
つ
基
礎
知
識
」
な
ど

定
員　

20
人(

先
着
順)

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
で
商
工
振
興
課

ま
た
は
㈶
21
世
紀
職
業
財
団
群
馬

事
務
所(

☎
０
２
７

－

２
２
３

－

２
０
２
３)

へ

申
込
期
限　

10
月
15
日
㈭

そ
の
他　

託
児
の
希
望
者
は
事
前

に
申
し
込
み
く
だ
さ
い(

１
歳
以

上
の
未
就
学
児
・
人
数
制
限
あ
り)

転
出
し
て
い
る

成
人
式
該
当
者
の
調
査

生
涯
学
習
課　
　

☎
㉒
２
５
０
０

　

平
成
22
年
の
市
成
人
式
を
１
月

10
日
㈰
に
市
民
会
館
で
行
い
ま
す
。

こ
の
た
め
、
就
学
・
就
職
な
ど
に

よ
り
、
市
外
に
転
出
し
て
い
る
成

人
式
該
当
者
の
調
査
を
行
い
ま
す
。

　

今
回
の
該
当
者
は
、
平
成
元
年

４
月
２
日
か
ら
平
成
２
年
４
月
１

日
の
間
に
生
ま
れ
た
人
で
す
。

　

家
族
や
知
り
合
い
で
市
外
へ
転

出
し
て
い
る
該
当
者
が
い
る
場
合

は
、
生
涯
学
習
課
へ
連
絡
し
て
く

だ
さ
い
。

福　

祉

福　

祉

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

か
ら
の
お
知
ら
せ

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

 

☎
㉓
１
７
６
５

〈
ふ
れ
あ
い
浴
場
〉

と
き　

10
月
25
日
㈰

内
容　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

内
浴
場
の
無
料
開
放(

市
民
の
み)

〈
無
料
巡
回
バ
ス
の
運
行
〉

と
き　

毎
週
日
曜
日

コ
ー
ス　

午
前
９
時
15
分
金
島
駅

発
、
９
時
50
分
ス
カ
イ
テ
ル
メ
渋

川
、
10
時
15
分
渋
川
老
人
福
祉
セ

ン
タ
ー
着
。
帰
り
は
午
後
２
時
セ

ン
タ
ー
発

〈
健
康
相
談
〉

と
き　

10
月
８
日
㈭
午
後
１
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー

医
師　

塚
越
秀
男
さ
ん(

渋
川
／

御

陰)

〈
11
月
の
休
館
日
〉

２
日
㈪
、
４
日
㈬
、
９
日
㈪
、
16

日
㈪
、
24
日
㈫
、
25
日
㈬
、
30
日

㈪

公
民
館

公
民
館

団
塊
世
代
の
た
め
の

パ
ド
ル
体
操
教
室

中
央
公
民
館　
　

☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

11
月
２
日
㈪
〜
12
月
７
日

㈪
の
毎
週
月
曜
日
午
前
10
時
〜
11

時
30
分(

11
月
23
日
㈷
を
除
く
・

計
５
回)

と
こ
ろ　

中
央
公
民
館

内
容　

パ
ド
ル
と
い
う
し
ゃ
も
じ

型
の
棒
を
使
っ
て
、
ス
ト
レ
ッ
チ

な
ど
の
運
動
を
音
楽
に
合
わ
せ
て

行
い
ま
す
。
運
動
不
足
解
消
の
た

め
に
手
軽
に
運
動
を
し
た
い
人
に

最
適
で
す

講
師　

田
子
幸ゆ

き

子こ

さ
ん(

吉
岡
町)

対
象
者　

お
お
む
ね
50
歳
以
上
の

人定
員　

25
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

動
き
や
す
い
服

装
、
室
内
用
運
動
靴
、
飲
み
物
、

タ
オ
ル

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
限　

10
月
28
日
㈬

む
か
し
む
か
し
の

わ
ら
べ
う
た

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

10
月
29
日
㈭
、
11
月
５
日

㈭
午
前
10
時
30
分
〜
11
時
30
分(

計

２
回)

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中

央
公
民
館
内)

内
容　

わ
ら
べ
う
た
を
口
ず
さ
み
、

子
ど
も
と
の
ふ
れ
あ
い
を
楽
し
み

な
が
ら
遊
び
、
豊
か
な
心
を
育
て

ま
す

講
師　

吉
兼
美
恵
子
さ
ん(

有
馬)

定
員　

親
子
15
組(

超
え
た
場
合

は
抽
せ
ん)

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

10
月
13
日
㈫
〜
10
月

15
日
㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時



「たちばなの郷城山」
指定管理者募集
　市では、「たちばなの郷

さと

城山」の指定管
理者を募集します。募集に当たり、申込
希望者のための施設見学会を開催しま
す。

応募資格　県内の法人、団体など
選考方法　選考委員会で指定管理者の候
補者を審査し、選考します
募集要項配布期限　10月30日(金)
募集要項配布場所　観光課(第二庁舎)
申込方法　申請書に必要書類を添えて、
持参または郵送で観光課(〒377－850
1・石原80)へ
申込期限  11月４日(水)午後５時(必着)
問い合わせ先　観光課(☎㉒2873・ ㉒
2132・ kankou@city.shibukawa.gunma.
jp)
《施設見学会》
とき　10月15日(木)午後１時
ところ　たちばなの郷城山
申込方法　郵送、ファックスまたはＥ

イー

メ
ールで観光課へ
申込期限  10月13日(火)午後１時(必着)

◆施設概要 ◆
▷名称＝たちばなの郷城山
▷所在地＝北橘町下箱田606-2
▷延床面積＝1743.39㎡
▷ 建物の構造＝鉄筋コンクリート造
地上２階建て(一部３階建て)
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

史
跡
め
ぐ
り

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

10
月
30
日
㈮
午
前
９
時
〜

正
午

集
合
場
所　

中
央
公
民
館
ロ
ビ
ー

内
容　

川
島
、
祖
母
島
地
内
を
訪

ね
、
県
指
定
天
然
記
念
物
金
島
の

浅
間
石
、
甲か

波わ

宿す
く

禰ね

神じ
ん

社じ
ゃ

な
ど
の

歴
史
を
学
び
ま
す

講
師　

大
島
史
郎
さ
ん(

渋
川
／

御

蔭)

定
員　

18
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

無
料

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

10
月
13
日
㈫
〜
10
月

15
日
㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

小
さ
な
花
の
宝
石
箱

渋
川
東
部
公
民
館
☎
㉒
４
３
２
１

と
き　

10
月
27
日
㈫
午
後
１
時
30

分
〜
３
時
30
分

と
こ
ろ　

渋
川
東
部
公
民
館(

中

央
公
民
館
内)

内
容　

ハ
ガ
キ
サ
イ
ズ
の
箱
状
の

額
の
中
に
、
乾
燥
さ
せ
た
花
を
立

体
的
に
飾
り
つ
け
ま
す

講
師　

新
沼
和
子
さ
ん(

金
井)

定
員　

16
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

１
、
０
０
０
円(

材
料

費
・
10
月
22
日
㈭
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

は
さ
み

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

10
月
13
日
㈫
〜
10
月

15
日
㈭
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５

時

ス
ポ
レ
ッ
ク
教
室

子
持
公
民
館　
　

☎
㉒
７
７
８
０

と
き　

11
月
14
日
㈯
、
21
日
㈯
午

後
６
時
〜
８
時

と
こ
ろ　

子
持
社
会
体
育
館
サ
ブ

ア
リ
ー
ナ

内
容　

プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
製
ラ
ケ
ッ

ト
と
ス
ポ
ン
ジ
製
の
ボ
ー
ル
を
使

用
す
る
、
テ
ニ
ス
の
よ
う
な
軽
ス

ポ
ー
ツ
「
ス
ポ
レ
ッ
ク
」
を
楽
し

み
ま
す

対
象
者　

市
内
在
住
の
小
学
３
年

生
以
上

定
員　

30
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

２
０
０
円(

保
険
料)

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
限　

11
月
６
日
㈮

レ
ッ
ツ
★
キ
ッ
ズ
★

ク
ッ
キ
ン
グ　
　
　

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９

と
き　

10
月
18
日
㈰
午
前
９
時
30

分
〜
正
午

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)内
容　

ハ
ロ
ウ
ィ
ン
ス
イ
ー
ツ

(

秋
の
味
覚
を
使
っ
た
デ
ザ
ー
ト)

を
作
り
ま
す

講
師　

服
部
信
子
さ
ん(

有
馬)

対
象
者　

小
学
生

定
員　

15
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

３
０
０
円(

材
料
費
・

10
月
15
日
㈭
ま
で
に
窓
口
へ)

持
参
す
る
も
の　

エ
プ
ロ
ン
・
三

角
き
ん
・
ハ
ン
ド
タ
オ
ル

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

10
月
６
日
㈫
〜
９
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

９
日
㈮
は
正
午
ま
で)
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親
と
子
の
リ
ト
ミ
ッ
ク
教
室

渋
川
公
民
館　
　

☎
㉒
０
９
９
９親子でふれあいながらの教室です

期
日　

10
月
23
日
㈮
、
30
日
㈮
、

11
月
13
日
㈮
、
20
日
㈮
、
27
日
㈮
、

12
月
４
日
㈮
、
11
日
㈮
、
平
成
22

年
１
月
15
日
㈮
、
22
日
㈮
、
29
日

㈮(

計
10
回)

時
間　

▽
１
部
＝
午
前
10
時
〜
10

時
45
分　

▽
２
部
＝
午
前
11
時
〜

11
時
45
分

と
こ
ろ　

渋
川
公
民
館(

第
二
庁

舎)内
容　
「
リ
ズ
ム｣

や｢

音
楽｣

を

楽
し
み
な
が
ら
、
集
中
力
や
協
調

性
な
ど
を
身
に
つ
け
ま
す

講
師　

大
島
律
子
さ
ん(

渋
川
／

東

町)

、松
村
友
江
さ
ん(

渋
川
／

南
町)

対
象
者　

平
成
17
年
４
月
２
日
〜

19
年
４
月
１
日
生
ま
れ
の
幼
児
と

そ
の
保
護
者

定
員　

各
部
25
組(

超
え
た
場
合

は
抽
せ
ん)

参
加
料　

無
料

持
参
す
る
も
の　

う
わ
ば
き

申
込
方
法　

電
話
か
窓
口
へ

申
込
期
間　

10
月
13
日
㈫
〜
16
日

㈮
午
前
８
時
30
分
〜
午
後
５
時

(

16
日
㈮
は
正
午
ま
で)

図
書
館

図
書
館

押
し
花
・
ち
ぎ
り
絵
・

表
装
・
和
紙
人
形
展　

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

10
月
10
日
㈯
〜
22
日
㈭
午

前
９
時
〜
午
後
６
時(

土
・
日
曜

日
、
祝
日
は
午
後
５
時
ま
で
・
月

曜
日
と
13
日
㈫
は
休
館)

と
こ
ろ　

１
階
玄
関
ロ
ビ
ー

内
容　

▽
押
し
花
＝
浅
見
カ
ツ
子

さ
ん(

渋
川
／

長
塚
町)　

▽
ち
ぎ

り
絵
＝
池
田
孝
子
さ
ん(

渋
川
／

坂

下
町)　

▽
表
装
＝
長
坂
淑
子
さ

ん(

有
馬)　

▽
和
紙
人
形
＝
町
田

喜
和
子
さ
ん(
赤
城
町
持
柏
木)

の

作
品
展
示

入
場
料　

無
料

子
ど
も
映
画
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

10
月
10
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
く
ま
の
コ
ー
ル
テ
ン
く

ん
」「
ち
い
さ
い
ち
い
さ
い
手
を

つ
な
い
で
」「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
の
三

び
き
の
こ
ぶ
た
」

入
場
料　

無
料

萌
え
の
子
お
は
な
し
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

10
月
17
日
㈯
午
後
２
時

と
こ
ろ　

１
階
こ
ど
も
文
庫

内
容　

▽
絵
本
＝
「
お
べ
ん
と
も

っ
て
」「
七
・
五
・
三
き
ょ
う
だ

い
」　

▽
紙
芝
居
＝
「
か
ら
す
の

は
い
た
つ
や
さ
ん
」

入
場
料　

無
料

映
画
鑑
賞
会

市
立
図
書
館　
　

☎
㉒
０
６
４
４

と
き　

10
月
18
日
㈰
午
後
２
時

と
こ
ろ　

２
階
視
聴
覚
室

内
容　
「
ラ
イ
ラ
の
冒
険　

黄
金

の
羅
針
盤
」(

監
督
：
ク
リ
ス
・

ワ
イ
ツ
／

主
演
：
ダ
コ
タ
・
ブ
ル

ー
・
リ
チ
ャ
ー
ズ
／

２
０
０
７
年

・
ア
メ
リ
カ
映
画)

入
場
料　

無
料



県営住宅入居者募集
●入居資格　住宅に困っていて親族
と入居する予定の人、高齢者や障害
のある人(いずれも収入制限があり
ます)　●募集内容　募集要領をご
覧ください　●募集要領配布場所　
県住宅供給公社、市建築住宅課など
●申込期限　10月15日(木)　●問
い合わせ先　県住宅供給公社(☎
027－210－6634)
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□伊香保総合支所 ☎72-3155
□小野上総合支所 ☎59-2111
□子持総合支所 ☎24-1211

各総合支所の電話番号

□赤城総合支所 ☎56-2211
□北橘総合支所 ☎52-2111

ス
ポ
ー
ツ

ス
ポ
ー
ツ

第
18
回　
　
　
　
　
　

黒
井
峯
遺
跡
マ
ラ
ソ
ン

黒
井
峯
遺
跡
マ
ラ
ソ
ン
事
務
局

(

子
持
公
民
館
内) 

☎
㉒
７
７
８
０

と
き　

12
月
20
日
㈰

会
場　

黒
井
峯
遺
跡
マ
ラ
ソ
ン
コ

ー
ス(
子
持
中
学
校)

種
目　

▽
マ
ラ
ソ
ン
２
㌔
㍍
＝
小

学
１
・
２
年
生
と
そ
の
親
、
小
学

３
・
４
年
生
男
子
・
女
子
、
小
学

５
・
６
年
生
男
子
・
女
子
、
50
歳

以
上
男
子
、
40
歳
以
上
女
子　

▽
マ
ラ
ソ
ン
４
㌔
㍍
＝
中
学
生
男

子
・
女
子
、
高
校
生
以
上
男
子
・

女
子　

▽
マ
ラ
ソ
ン
10
㌔
㍍
＝
男

子(

高
校
生
〜
34
歳
、35
歳
〜
49
歳
、

50
歳
〜
59
歳
、
60
歳
以
上)

、
女

子(

女
子
高
校
生
以
上)　

▽
ウ
ォ

ー
キ
ン
グ
５
㌔
㍍
＝
制
限
な
し

参
加
料　

▽
市
内
在
住
の
人
＝
１

種
目
５
０
０
円(

参
加
賞
希
望
の
場

合
は
２
、
０
０
０
円)　

▽
市
外
在

住
の
人
＝
２
、
０
０
０
円

申
込
方
法　

黒
井
峯
遺
跡
マ
ラ
ソ

ン
事
務
局(

子
持
公
民
館
内)

に
問

い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い

申
込
期
限　

11
月
10
日
㈫

そ
の
他　

当
日
は
、
ア
ト
ラ
ク
シ

ョ
ン
と
し
て
立
正
大
学
の
山
西
哲

郎
教
授
に
よ
る
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を

開
催
し
ま
す

市
民
気
功
教
室

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

と
き　

10
月
14
日
㈬
〜
12
月
16
日

㈬
の
毎
週
水
曜
日
午
後
２
時
〜
４

時(

計
10
回)　
　

と
こ
ろ　

市
武
道
館
第
１
武
道
場

講
師　

矢
島
淑よ

し

江え

さ
ん(

前
橋
市)

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
の
人

定
員　

30
人(

定
員
を
超
え
た
場

合
は
抽
せ
ん)

参
加
料　

１
、０
０
０
円(

施
設
使

用
料
な
ど)

持
参
す
る
も
の　

バ
ス
タ
オ
ル(

敷

物
用)

申
込
方
法　

電
話
で
体
育
課
へ

申
込
期
間　

10
月
５
日
㈪
〜
７
日

㈬
午
前
９
時
〜
午
後
５
時

ス
ポ
レ
ク
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

市
ス
ポ
レ
ク
協
会
事
務
局

(

体
育
課
内) 

☎
㉒
２
１
０
４

　

市
ス
ポ
ー
ツ
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ

ン
協
会
に
加
盟
し
て
い
る
団
体
に

よ
る
発
表
会
を
開
催
し
ま
す
。

と
き　

10
月
18
日
㈰
午
前
９
時
〜

正
午

と
こ
ろ　

市
武
道
館

参
加
団
体　

市
太
極
拳
協
会
、
ジ

ャ
ズ
ダ
ン
ス
ク
ラ
ブ
、
エ
ア
ロ
ビ

ク
ス
愛
好
会
、
フ
ォ
ー
ク
ダ
ン
ス

愛
好
会
、渋
川
３
Ｂビ

ー

体
操
愛
好
会
、

ダ
ン
ベ
ル
愛
好
会
、
渋
川
軽
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ

入
場
料　

無
料

「
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ

ー
ツ
ク
ラ
ブ
」教
室
紹
介

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

　

い
ず
れ
も
申
込
・
問
い
合
わ
せ

は
、
渋
川
い
き
い
き
健
康
ス
ポ
ー

ツ
ク
ラ
ブ
小
松
秀ひ

で

司じ

さ
ん(

☎
㉔

０
１
２
０)

へ
。

〈
幼
児
・
小
学
生
ボ
ー
ル
遊
び
、

サ
ッ
カ
ー
教
室
〉

と
き　

10
月
９
日
㈮
〜
11
月
６
日

㈮
の
毎
週
金
曜
日
午
後
７
時
〜
８

時
30
分(

計
５
回)

と
こ
ろ　

渋
川
中
学
校
体
育
館
ま

た
は
校
庭

内
容　

ボ
ー
ル
遊
び
と
サ
ッ
カ
ー

を
通
じ
た
体
力
づ
く
り
、
仲
間
づ

く
り
を
し
ま
す

対
象
者　

市
内
の
５
歳
児
、
小
学

１
〜
３
年
生

定
員　

20
人(

先
着
順)

参
加
料　

５
０
０
円(

保
険
料
な
ど)

持
参
す
る
も
の　

室
内
用
運
動
靴

〈
小
学
生
学
習
ス
ポ
ー
ツ
教
室
〉

と
き　

10
月
19
日
㈪
〜
11
月
30
日

㈪
の
毎
週
月
曜
日
午
後
５
時
30
分

〜
７
時(

11
月
23
日
㈷
を
除
く
・

計
６
回)

と
こ
ろ　

渋
川
い
き
い
き
健
康
ス

ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ
ハ
ウ
ス(

渋
川
／

辰

巳
町)

内
容　

前
半
45
分
は
宿
題
、
自
由

勉
強
。
後
半
45
分
は
ゲ
ー
ム
、
ス

ポ
ー
ツ
、
体
力
づ
く
り

対
象
者　

市
内
の
小
学
生

定
員　

15
人(

先
着
順)

参
加
料　

３
、
０
０
０
円(

保
険

料
、
会
場
料
な
ど)

持
参
す
る
も
の　

宿
題
、教
科
書
、

ノ
ー
ト
な
ど
、
上
履
き

過去の大会のスタート地点



シルバー人材センター会員入会説明会
●とき　10月15日(木)、11
月16日(月)、12月15日(火)、
平成22年１月15日(金)、２
月15日(月)、３月15日(月)
午後１時30分　●ところ　
子持総合支所２階会議室　
●対象者　市内在住で、健

康で働く意欲がある60歳以
上の人　●持参するもの　
筆記用具　●参加方法　事
前に電話連絡をしてから当
日会場へ　●問い合わせ先
シルバー人材センター渋川
事務所(☎㉒4688)
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秋
の
市
民
健
康
ハ
イ
ク

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

と
き　

10
月
24
日
㈯
午
前
７
時
15

分
集
合(

午
後
４
時
帰
着
予
定)

集
合
場
所　

市
役
所
本
庁
舎
駐
車

場交
通
手
段　

市
マ
イ
ク
ロ
バ
ス

内
容　

赤
城
山
の
長
七
郎
山
と
地

蔵
岳
を
巡
る
コ
ー
ス(

約
５
・
５
㌔

㍍
／

予
定
所
要
時
間
６
時
間
15
分)

対
象
者　

市
内
在
住
・
在
勤
・
在

学
の
人

定
員　

30
人(

超
え
た
場
合
は
抽

せ
ん)

参
加
料　

５
０
０
円(

保
険
料
な

ど)持
参
す
る
も
の　

昼
食
、
水
筒
、

雨
具
、帽
子
、タ
オ
ル
、敷
物
な
ど

申
込
方
法　

電
話
で
体
育
課
へ

申
込
受
付　

10
月
13
日
㈫
午
前
９

時
〜
午
後
５
時

そ
の
他　

雨
天
中
止
の
確
認
は
、

当
日
午
前
６
時
30
分
以
降
に
市
役

所(

☎
㉒
２
１
１
１)

へ
問
い
合
わ

せ
て
く
だ
さ
い

第
39
回
渋
川
マ
ラ
ソ
ン
大
会

体
育
課　
　
　
　

☎
㉒
２
１
０
４

と
き　

11
月
15
日
㈰
午
前
９
時
20

分と
こ
ろ　

坂
東
橋
緑
地
公
園　
　

競
技
種
目
・
ス
タ
ー
ト
時
間
・
参

加
料　

別
表
の
と
お
り

コ
ー
ス　

渋
川
サ
イ
ク
リ
ン
グ
ロ

ー
ド
〜
渋
川
伊
香
保
イ
ン
タ
ー
周

辺申
込
方
法　

▽
個
人
＝
所
定
の
申

込
書(

払
込
取
扱
票
・
体
育
課
お

よ
び
各
総
合
支
所
に
あ
り
ま
す)

に
記
入
・
押
印
の
う
え
郵
便
局
で

申
し
込
み　

▽
団
体
＝
渋
川
陸
上

競
技
ク
ラ
ブ(

〒
３
７
７

－

０
０

０
５
・
有
馬
６
６
４
・
関
根
眞ま

さ

男お

さ
ん
宅)

へ

申
込
期
限　

10
月
16
日
㈮

〈
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
係
員
募
集
〉

　

大
会
当
日
に
、
コ
ー
ス
内
の
交

通
整
理
や
走
路
誘
導
な
ど
、
大
会

の
運
営
を
手
伝
う
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

を
募
集
し
ま
す
。

申
込
方
法　

電
話
で
関
根
眞
男
さ

ん
宅(

☎
㉓
６
１
７
４)

へ

(別表)　 競技種目・スタート時間・参加料
種　目 距離 スタート時間 参加料

小学生男子の部

２㎞

午前10時
500円

小学生女子の部
午前10時20分親子の部(子どもは小

学３年生以下) 1,500円

中学生男子の部
３㎞ 午前10時40分 500円

中学生女子の部
一般の部(50歳未満高
校生含む)

10㎞ 午前11時

  2,000円
※ただし、
高校生は
1,000円

壮年の部(50歳以上)
地元の部(広域市町
村在住・在勤者)
女子の部(高校生を
含む)



活 き 生 き 介 護 教 室 内 容 一 覧
回 と　　　き ところ 内　　　　　容

１ 10月28日㈬

午後７時
～

８時30分

養護老人
ホーム
春日園
(中郷)

講話と実技「活き生き制度
活用と介護予防運動」「活き
生き脳トレーニング」(※１)

２ 11月11日㈬ 講話と実技「活き生き介護」
～食事・入浴・排せつ～

３ 11月25日㈬ 講話と実習「活き生き郷土
料理」(※２)

４ 12月９日㈬ 講義と実技「活き生きリハ
ビリ」(※１)

(※１)動きやすい服装で参加してください。
(※２)三角きん、エプロンを持参してください。

活
き
生
き
介
護
教
室

とき・ところ・内容　右表のとおり
対象者　在宅で高齢者の介護を行って
いる人および介護に関心のある人
元気ポイント　４日間の教室のうち、
参加の初回に限り、１ポイント差し上げ
ます(３ポイント集めると、市内日帰り
温泉施設無料入浴券と交換できます)
申込・問い合わせ先　養護老人ホーム
春日園(☎532506)
 　(高齢対策課)

別表　クーポン券による子宮けいがん検診対象者
年齢 生年月日
20歳 昭和63年４月２日～平成元年４月１日
25歳 昭和58年４月２日～59年４月１日
30歳 昭和53年４月２日～54年４月１日
35歳 昭和48年４月２日～49年４月１日
40歳 昭和43年４月２日～44年４月１日

別表　　  クーポン券による乳がん検診対象者
年齢 生年月日
40歳 昭和43年４月２日～44年４月１日
45歳 昭和38年４月２日～39年４月１日
50歳 昭和33年４月２日～34年４月１日
55歳 昭和28年４月２日～29年４月１日
60歳 昭和23年４月２日～24年４月１日
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健康インフォメーション

女
性
特
有
の
が
ん(

子
宮
け
い
が
ん
、
乳
が
ん)

検
診

対
象
者
に
検
診
の
無
料
ク
ー
ポ
ン
券
を

郵
送
し
ま
し
た

受
診
案
内
も
同
封
さ
れ
て
い
ま
す

　

女
性
特
有
の
が
ん
は
、
早
期
に
発

見
す
れ
ば
完
治
の
可
能
性
が
高
い
と

さ
れ
て
い
ま
す
。

　

市
で
は
、
国
の
子
育
て
支
援
事
業

の
一
環
と
し
て
、
市
が
実
施
し
て
い

る
子
宮
け
い
が
ん
・
乳
が
ん
検
診
の

受
診
促
進
を
図
る
た
め
、
特
定
の
年

齢
に
達
し
た
女
性
に
対
し
て
、
受
診

費
用
が
無
料
に
な
る
ク
ー
ポ
ン
券
を

交
付
し
ま
す
。

　

対
象
者
に
は
、
受
診
案
内
、
無
料

ク
ー
ポ
ン
券
お
よ
び
検
診
手
帳
を
同

封
し
た
封
筒
を
郵
送
し
ま
し
た
の
で
、

積
極
的
に
受
診
し
、
自
身
の
健
康
管

理
に
役
立
て
て
く
だ
さ
い
。

　

な
お
、
詳
し
い
受
診
方
法
は
、
送

付
し
た
受
診
案
内
を
ご
覧
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

今
年
６
月
30
日
現
在
、
本

市
に
住
民
登
録
を
し
て
い
る
女
性
で

別
表
の
年
齢
に
該
当
す
る
人

※
検
診
日
ま
で
に
本
市
か
ら
転
出
し

た
場
合
は
受
診
で
き
ま
せ
ん
。

※
７
月
以
降
に
本
市
に
転
入
し
た
人

で
、
こ
の
検
診
を
希
望
す
る
人
は
、

渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー(

☎
㉕
１
３
２

１)

へ
連
絡
し
て
く
だ
さ
い
。

そ
の
他　

次
の
人
は
乳
が
ん
検
診
を

受
診
で
き
ま
せ
ん

①
乳
房
に
疾
患
が
あ
り
、現
在
治
療
中

ま
た
は
経
過
観
察
中
の
人

② 

乳
房
に
自
覚
症
状
が
あ

る
人(

乳
頭
異
常
分
泌

や
し
こ
り
、痛
み
な
ど)

③
豊
胸
手
術
を
受
け
た
人

④ 

ペ
ー
ス
メ
ー
カ
ー
を
挿

入
し
て
い
る
人

⑤ 

脳
室
シ
ャ
ン
ト
を
し
て

い
る
人

⑥ 
妊
娠
中
、
授
乳
中
ま
た

は
産
後
２
年
未
満
の
人

　

詳
し
く
は
、
渋
川
保
健

セ
ン
タ
ー
へ
。

乳房撮影装置乳房撮影装置



♬音楽療法を学びます

歯周疾患検診指定歯科医院一覧
地区 医療機関名(電話番号) 地区 医療機関名(電話番号)

渋　川

いいづか歯科医院 (☎㉒0808) 渋　川 吉岡歯科クリニック (☎㉔8289)
石北歯科医院 (☎㉒0235) 伊香保 三剛歯科医院 (☎723430)
石田歯科医院 (☎㉕0411) 小野上 小野上歯科診療所 (☎592493)
オカ歯科医院 (☎㉓5315)

子　持
さいとう歯科医院 (☎535454)

Ｋ
ケ ー

歯科医院 (☎㉒2331) 関歯科医院 (☎㉕0530)
小林歯科医院 (☎㉒0773) 宮下デンタルクリニック (☎534701)
こぶな歯科医院 (☎㉒4939)

赤　城
あかぎ歯科医院 (☎⑳6522)

佐鳥歯科クリニック (☎㉒0069) 石岡歯科医院 (☎563535)
しまむら歯科医院 (☎⑳1182) 永井歯科医院 (☎568854)
高橋歯科クリニック (☎㉔8211) 北　橘 北橘歯科診療所 (☎523762)
田村歯科医院 (☎㉒0942)

吉岡町

エース歯科 (☎551181)
平形歯科医院 (☎㉒0953) 駒寄歯科クリニック (☎㉚5500)
ふくしま歯科医院 (☎㉒0154) さくら歯科 (☎㉚6333)
福田歯科医院 (☎㉓6677) 佐藤歯科医院 (☎548330)
船岡歯科医院 (☎㉓8211) 清水歯科医院 (☎543413)
ほしかわ歯科医院 (☎㉔8835) スマイル歯科クリニック (☎㉚5033)
星野歯科クリニック (☎㉒0232) たきざわ歯科医院 (☎556480)
宮下歯科医院 (☎㉔1939) たけうち歯科医院 (☎㉕7700)
山川歯科医院 (☎㉒0260) 明治歯科診療所 (☎㉕8101)
山崎歯科医院 (☎㉕1184)

榛東村
あおば歯科医院 (☎㉕8820)

山下歯科医院 (☎㉒0648) 真下歯科クリニック (☎541366)

家族介護教室

　音楽の効用を活用して、疲れたり
傷ついたこころをいやし、脳を活性
化させ、コミュニケーションを円滑
にする音楽療法の講演と実技です。
とき　11月12日(木)午後１時30分
～３時(受付は午後１時から)
ところ　中央公民館
演題　「～心をいやし脳を活性化す
る音楽～音楽療法を体験しよう」　
講師　高橋由貴子さん(音楽療法士)
対象者　在宅で高齢者の介護を行っ
ている人および介護に関心のある人
申込期限　11月５日(木)
元気ポイント　この教室に参加する
と、２ポイント差し上げます
申込・問い合わせ先　高齢対策課
(☎㉒2116)

元気アップ教室
　渋川東部地区の健康推進員が中
心となり、教室を開催します。
とき　11月４日(水)午後１時30
分～３時(受付は午後１時から)
ところ　渋川ほっとプラザ４階大
会議室
内容　レクリエーションダンスウ
ォーキング、ストレッチ、音楽を
使っての運動など
講師　朝比奈章

あや

子
こ

さん(渋川/坂下町)
定員　40人(先着順)
持参するもの　バスタオル、飲み
物、運動靴、運動のできる服装
申込方法　電話で渋川保健センタ
ー(☎㉕1321)へ
申込期限　10月16日㈮
　詳しくは、渋川保健センターへ。
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歯
周
疾
患
検
診
の
お
知
ら
せ

22
年
１
月
31
日
ま
で
に
受
診
を

　

高
齢
期
に
お
け
る
健
康
維
持
と
歯

の
喪
失
予
防
を
目
的
と
し
た
歯
周
疾

患
検
診
を
㈳
渋
川
北
群
馬
歯
科
医
師

会
に
委
託
し
、
実
施
し
て
い
ま
す
。

歯
周
疾
患
検
診
は
、
歯
こ
う
な
ど
の

付
着
状
況
や
歯
周
の
炎
症
を
診
査
し

ま
す
。

　

申
し
込
み
を
し
た
人
に
は
、
受
診

票
を
送
付
し
ま
し
た
。
新
た
に
受
診

を
希
望
す
る
人
は
、
渋
川
保
健
セ
ン

タ
ー(

☎
㉕
１
３
２
１)

ま
で
電
話
か

直
接
窓
口
で
申
し
込
ん
で
く
だ
さ
い
。

対
象
者　

市
内
在
住
で
、
今
年
度
中

に
30
歳
・
40
歳
・
50
歳
・
60
歳
・
70

歳
に
到
達
す
る
人

検
診
期
限　

平
成
22
年
１
月
31
日
㈰

指
定
歯
科
医
院　

下
表
の
と
お
り

個
人
負
担
金　

１
、
０
０
０
円

※
生
活
保
護
世
帯
お
よ
び
市
民
税
非

課
税
世
帯
は
無
料
で
す
。
事
前
に
渋

川
保
健
セ
ン
タ
ー(

☎
㉕
１
３
２
１)

ま
た
は
各
総
合
支
所
市
民
福
祉
課
に

申
し
出
て
く
だ
さ
い
。

　

詳
し
く
は
、渋
川
保
健
セ
ン
タ
ー
へ
。

対
象
は
30
・
40
・
50
・
60
・
70
歳

に
到
達
す
る
人
で
す



診療受付時間のご案内／内科・外科・脳神経外科・放射線科
月～金曜日　午前８時30分～11時30分

市立渋川総合病院

☎22ｰ4111
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健康インフォメーション

健康の道しるべ

渋
川
総
合
病
院

産
婦
人
科
医
師

子
宮
が
ん
の
は
な
し

　

日
本
女
性
の
が
ん
の
う
ち
、
子
宮
が

ん
の
死
亡
率
は
40
年
ほ
ど
前
ま
で
は
胃

が
ん
に
次
い
で
高
か
っ
た
の
で
す
が
、

最
近
は
大
腸･
肺･

乳
が
ん
な
ど
が
増
え
、

子
宮
が
ん
に
よ
る
死
亡
率
は
減
少
し
て

い
ま
す
。
こ
れ
は
、
子
宮
が
ん
検
診
に

よ
り
、
早
期
発
見･
早
期
治
療
が
で
き

る
よ
う
に
な
っ
た
た
め
で
す
。
し
か
し
、

現
在
で
も
年
間
１
万
人
以
上
の
女
性
が

新
規
に
子
宮
が
ん
と
診
断
さ
れ
て
お
り
、

特
に
20
〜
30
代
の
若
い
世
代
に
子
宮
が

ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

●
子
宮
が
ん
に
は
２
種
類
あ
る

　

子
宮
が
ん
に
は
、
子
宮
入
口
に
で
き

る
子
宮
け
い
が
ん
と
奥
に
で
き
る
子
宮

体
が
ん
が
あ
り
、
以
前
は
子
宮
け
い
が

ん
の
割
合
が
高
か
っ
た
の
で
す
が
、
最

近
は
子
宮
体
が
ん
が
増
え
て
い
ま
す
。

●
子
宮
け
い
が
ん

　

発
が
ん
の
原
因
と
し
て
Ｈ

エ
イ
チ
ピ
ー
ブ
イ

Ｐ
Ｖ(

ヒ

ト
パ
ピ
ロ
ー
マ
ウ
イ
ル
ス)

と
い
う
性

交
渉
で
感
染
す
る
ウ
イ
ル
ス
の
関
与
が

知
ら
れ
て
い
ま
す
。
こ
の
ウ
イ
ル
ス
に

感
染
し
て
も
ほ
と
ん
ど
の
場
合
、
症
状

は
な
く
、
多
く
は
自
然
に
治
っ
て
し
ま

う
の
で
す
が
、
感
染
が
長
期
間
持
続
す

る
と
子
宮
け
い
が
ん
を
引
き
起
こ
す
可

能
性
が
あ
り
ま
す
。
検
査
の
方
法
は
、

子
宮
の
入
口
を
綿
棒
な
ど
で
こ
す
っ
て

細
胞
を
採
取
す
る
細
胞
診
と
い
う
方
法

で
行
い
ま
す
。
こ
の
方
法
に
よ
り
子
宮

が
ん
に
な
る
前
の
段
階(

異
型
成)

で
病

気
を
発
見
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
子

宮
が
ん
の
治
療
は
、
手
術
療
法
が
一
般

的
で
す
。
異
型
成
が
高
度
の
場
合
や
初

期
の
子
宮
が
ん
の
段
階
で
見
つ
か
っ
た

場
合
は
、
子
宮
の
一
部
を
切
り
取
る
だ

け
の
手
術
で
済
み
、
妊
娠
す
る
こ
と
が

可
能
で
す
。
た
ま
に
、
子
宮
が
ん
の
自

己
検
診(

自
分
で
膣
の
中
の
細
胞
を
採

取
す
る
方
法)

を
行
っ
て
い
る
施
設
が

あ
り
ま
す
が
、
こ
の
検
査
法
で
は
初
期

の
病
変
を
見
つ
け
る
こ
と
が
難
し
い
た

め
、
検
査
は
で
き
る
だ
け
検
診
機
関
で

行
う
よ
う
に
し
ま
し
ょ
う
。
ま
た
、近
々

子
宮
け
い
が
ん
の
ワ
ク
チ
ン
が
日
本
で

も
認
可
さ
れ
る
予
定
で
す
。

●
子
宮
体
が
ん

　

生
活
の
欧
米
化
に
伴
い
、
乳
が
ん
と

と
も
に
最
近
増
加
し
て
い
る
子
宮
体
が

ん
は
、
出
産
経
験
の
な
い
女
性
や
肥
満

者
に
多
い
傾
向
が
あ
り
ま
す
。
閉
経
後

の
50
〜
60
代
に
多
い
病
気
で
す
が
、
20

〜
40
代
に
も
み
ら
れ
ま
す
。
主
な
症
状

は
不
正
出
血
で
す
が
、
無
症
状
の
場
合

も
あ
り
ま
す
。
不
正
出
血
が
あ
る
場
合

は
「
生
理
不
順
だ
ろ
う
」
と
思
わ
ず
に
、

検
査
を
受
け
ま
し
ょ
う
。
検
査
は
子
宮

の
中
に
細
長
い
器
具
を
入
れ
て
細
胞
を

採
取
し
ま
す
。

●
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う

　

子
宮
が
ん
は
検
診
を
受
け
て
い
れ
ば

予
防
で
き
る
が
ん
で
、
早
期
発
見
で
治

る
可
能
性
の
高
い
が
ん
で
も
あ
り
ま
す
。

年
齢
に
か
か
わ
ら
ず
、
定
期
的
に
産
婦

人
科
で
検
診
を
受
け
ま
し
ょ
う
。



R e l a x a t i o n  S q u a r e
や す ら ぎ の 広 場

フォト
しぶかわ

屋外芸術の探訪　vol.６
美術作品紹介

　平成14年に、新町五差路の歩道へ設置されたこの母
子像は、いろいろな果物が盛られた帽子をひざに抱え
た母親と寄り添う男の子の組み合わせでできています。
　作品をじっくり見ていると、母親の愛情を一身にう
ける子どもの「よろこび」と秋の実りの「よろこび」が
感じられます。
　作者は沼田市生まれの彫刻家。本市とゆかりが深く、
市美術館や近くのマロニエ通りでもこの作者の彫刻が
見られます。

　このコーナーでは、皆さんが撮影した季節感のある風景や催し物などの写真(特定
の人物を中心にしているものは除く)を掲載します。写真１枚にタイトルと撮影場所、
撮影日、住所、氏名、電話番号を明記して広報情報課(〒377-8501・石原80・
kouhou@city.shibukawa.gunma.jp)へ。

表紙の写真　伊香保地区で９月18日から20日の３日間にわたり開催され
た「伊香保まつり」。伊香保神社の例大祭にあたる19日、神社本

ほん

御
み

輿
こし

渡
と

御
ぎよ

が行われました。同神社を出発し、伊香保祭囃
ばや

子
し

に合わせ石段を上り
下りする御輿は、観光客の目を引きつけ、石段街を熱気に包み込みました。

うぶごえ（８月生まれ)
男の子　26人
女の子　22人

広報しぶかわ 〒377-8501　群馬県渋川市石原80

平成21年10月１日発行　通巻87号　TEL 22-2111　FAX 24-6541
市ホームページアドレス　http://www.city.shibukawa.gunma.jp/
印刷／朝日印刷工業株式会社

作者：桑原　巨守

（くわはらひろもり)

素材：ブロンズ

高さ：154cm

「よろこび」

【癒
いや

しの世界】
撮影場所：北橘総合支所(北橘町真壁地内)
撮影日：平成20年11月１日
撮影者：羽賀満さん(北橘町下小室)




